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調査報告

台湾におけるロングステイへの取り組み

仲尾次洋子 ･林 優子

ThoughtsontheTaiwanLongStayTrend

YokoNakaoji,YukoHayashi

1 はじめに

本調査報告では,名桜大学総合研究所特別研究 ｢沖縄

の課題とその解決策について一自立と自律をさぐる-｣

の一環として,沖縄県のリーディング産業である観光,

とりわけ外国人観光客誘致1の参考事例として,台湾に

おけるロングステイ-の取り組みを紹介する｡台湾では

国をあげて,日本で定年退職を向かえた裕福な団塊世代

をターゲットとしたロングステイ計画を推進している｡

日本人にターゲットが絞られた理由は,台湾と日本の生

活様式が似ている,自然景観が美しい,四季があって居

住に適している,親日感情が豊か,漢字が通用する,花

粉症がない,日本から近いなどが挙げられる｡そこで,

政府主導の下,ロングステイを推進する目的で成立した

ロングステイ協会と,モデル地区として行政と民間が一

体となって日本人のロングステイ誘致に取り組んでいる

輔里市を調査した｡

2 ロングステイの現状

台湾におけるロングステイへの取り組みを調査するに

あたって,まず,ロングステイの定義,日本におけるロ

ングステイヤーの動向について概観した｡これらのロン

グステイに関する情報は,主に,1992年に通商産業省

(規経済産業省)の認可を受けて設立された財団法人ロ

ングステイ財団 (以下,ロングステイ財団とする)によっ

て調査研究された内容である｡ロングステイ財団は,ロ

ングステイのニーズに対応したさまざまな情報の収集や

提供,ロングステイに関する調査研究,ロングステイヤー

のサポートなど,ロングステイに係るあらゆる活動を行

うことを目的として活動している｡

(1)ロングステイとは

ロングステイ財匝=ま,ロングステイを ｢生活の主たる

源泉を日本に置きながら海外の-箇所に比較的長く滞在

し (2週間以上),その国の文化や生活に触れ,現地社

会での貢献を通じて国際親善に寄与する海外滞在型余暇｣

(財団法人ロングステイ財団 2008,p.2)を総称したも

のであるとし,その基本的な特徴として以下の5点を挙

げている｡

①比較的長期にわたる滞在である

｢移住｣｢永住｣ではなく日本-の帰国を前提とする
｢海外滞在｣で,比較的長期 (2週間以上)にわたる滞

在であること｡

②海外に ｢居住施設｣を保有または賃借する

短期旅行者向けの宿泊施設ではなく,生活に必要な設

備が整った,宿泊施設または適切な住まいを保有または

賃借していること｡

③ ｢余暇｣を目的とする

海外でより豊かな時間を過ごし,現地の人々との交流

などの余暇活動を行う事｡(語学研修 ･各種文化活動へ

の参加 ･ボランティア活動等)

④ ｢旅｣よりも ｢生活｣をめざす

海外旅行を海外における ｢異日常空間｣での体験だと

するとロングステイは海外における ｢日常的空間｣又は

｢日常空間｣に近いところでの体験と捉える｡

(9生活資金の源泉は日本にある

主たる生活資金の源泉は日本にあり,現地での労働や

収入を必要としないものであること｡

(2)日本人ロングステイヤーの動向

1)ロングステイ推計人口

現在のところ,政府省庁によるロングステイの人目に

関する統計は存在せず,また滞在国においても観光査証

での入国者として一括して発表されている｡そこで,ロ

ングステイ財団は,法務省の ｢出入国管理統計年報｣の

統計数値を使用してロングステイ人口の推移を推計して

いる｡なお,2)①で示すように,ロングステイの中心
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年代が��歳以降という意識調査の結果から, ��歳～��歳,

��歳以降の�世代に限定して推計されている｡

図１. ロングステイ推計人口の推移

出所：『ロングステイ調査統計����』 �	
�

図�に示すように, ��～��歳のロングステイ人口は毎

年�������人前後であり, ����年の������
人と比較して

���
年は約�
％増の����
�
人である｡ これに対して, ��

歳以上では, 総数においては��～��歳に及ばないものの,

����年の�
�
��人と比較して�
年は��％増の����
��人で

ある｡ これは団塊の世代の定年と関連しているとも考え

られる｡

�) ロングステイに関する意識調査

ロングステイ財団は, 同財団が主催または後援したロ

ングステイセミナー・イベントの参加者および����

(������������������������������：日本旅行業協

会) 世界旅行博���
の来場者に対して, ���
年
月から

����年�月までの期間, ロングステイに関する意識調査

を行った｡ 以下で調査結果を取り上げる｡

①回答者属性

回答者の性別は男性�����人, 女性���

人であり, 年

代別では��代が��	�％, ��代が��	
％であり, ��代, ��

代の合計は��	�％と高く, ロングステイの中心世代が��

～��代であると考えられる｡

図２. 回答者属性

出所：『ロングステイ調査統計����』 �	��

回答者の職業で最も多いのが, 会社員 (��	
％), 会社

経営 (
	�％), 公務員 (
	�％), 団体職員 (�	�％), 自

営業 (�	�％) という就業者が

	�％であり, 退職者

(��	�％), 主婦 (��	�％), 無職 (�	
％), 学生 (�	�％)

である｡

②ロングステイ滞在希望国

ロングステイ滞在希望国 (複数回答) の上位��カ国は

図�のとおりである｡ 本調査報告で取り上げる台湾は��

位となっている｡

図３. ロングステイ滞在希望国

出所：『ロングステイ調査統計����』 �	��をもとに

筆者作成

③ロングステイの目的・動機

ロングステイの目的・動機は個人的趣向や状況に基づ

き多種多様であると予想し, ロングステイ財団は, ロン

グステイの目的・動機に関して大枠を設けて質問してい

る｡ 調査結果は図
のとおりである｡

図４. ロングステイの目的・動機

出所：『ロングステイ調査統計����』 �	�
をもとに

筆者作成

④不安に感じること

ロングステイを実行するに際して, 不安に感じている

事項を複数回答で質問した結果は図�のとおりである｡

｢医療 (��	�％)｣, ｢言葉 (��	�％)｣, ｢治安 (��	
％)｣ の
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上位�項目で全体の��％を占めている｡

図５. 不安に感じること

出所：『ロングステイ調査統計����』 ����をもとに

筆者作成

�) 国内型ロングステイ

ロングステイ財団は, 国内型ロングステイ (国内デュ

アルライフ) に関して, 全国の	�代以降の不特定多数を

対象に����年�月
�日から��日の期間にインターネット

による調査を行っている｡ 以下で国内型ロングステイへ

の関心度, 滞在希望県とその理由および自治体に望むこ

とについての調査結果を取り上げる｡

①国内型ロングステイへの関心度

国内型ロングステイへの関心を質問したところ, 関心

が ｢ある｣ が	�％, ｢なし｣ が��％, ｢分からない｣ が�


％である｡ ロングステイ財団は, 今後 ｢分からない｣ と

いう層がどちらに変化するかは普及活動次第と思われる

とする｡

②滞在希望都道府県とその理由

国内型ロングステイに関して, 希望する都道府県名と

その理由を複数回答で質問したところ, 表
に示すよう

に, 
位 ｢沖縄県｣, �位 ｢北海道｣, �位 ｢長野県｣, 	位

｢京都府｣, 
位 ｢宮崎県｣ となっている｡ 希望理由につ

いては, ｢気候｣ や ｢好きな地域｣ がいずれの道府県に

も共通する理由である｡

③地方自治体に望むこと

国内型ロングステイに関して, 地方自治体に何を望む

のかについての質問結果 (複数回答) は, 回答数

��の

うち, 
位 ｢滞在用の施設情報の紹介 (���)｣, �位 ｢滞

在費などの割引制度 (�
�), �位 ｢自治体の相談窓口の

設置 (�
�)｣, 	位 ｢体験ツアーの実施 (
�	)｣, ｢交流イ

ベント等の実施 (��
)｣ である｡

３ 台湾ロングステイ協会の取り組み

前述したように, 台湾においては, 政府主導の下, 日

本の団塊世代をターゲットとしたロングステイ計画を推

進している｡ そこで, 台湾ロングステイ協会 (台彎長宿

休間發展協會：以下, ロングステイ協会とする) の取り

組みについて, 同協会を訪問し担当者へのヒアリング調

査を行った｡

協会の設立前には, 日本のモデル地区の指導者や専門

家, 物流協会の人々とのワーキンググループを結成し,

指導を受けながら日本人ロングステイヤー誘致の整備を

始めた｡ その際, 日本のロングステイ財団の理事長や農

協を定年退職した方がボランティアとして協力した｡

台湾ロングステイ協会は, 次のような目的と任務そし

て効果を期待されて設立された｡

(�) 目的

生活・レジャー発展関連の事業に従事している農業・

工商サービス業・学術会・研究部門及び行政機関等の団

体及び個人を集合させて, 共同で外国人が台湾でロング

ステイする優質な生活環境を創造し, 農村部及び都市の

レジャー産業を発展・農村地区を活性化させ, 国際社会

に還元する｡

(�) 任務

・ロングステイ産業の発展及び推進

・ロングステイ産業の経営管理専門人員を育成

・国外ロングステイ産業の関連資料収集

・ロングステイ関連刊行物出版

・国内外ロングステイ産業関連機構との提携交流促進並

びに窓口担当

・国内外ロングステイ産業の宣伝, 検討考察及び関連活

動の開催

・ロングステイ産業関連の展示会開催

・ロングステイ産業の研究会及び検討会開催

・国内ロングステイ産業関連の評価及び認証手続き

・政府が推進する政令に協力及び各種社会活動に参加

・政府の関連レジャー産業推進計画執行に協力

・その他本会の宗旨に符合し, 法に基づいて処理する事

項

－��－

表１. 滞在希望都道府県とその理由


位
沖縄県

�位
北海道

�位
長野県

	位
京都府


位
宮崎県


 気 候 好 き な
地 域

好 き な
地 域

好 き な
地 域 気 候

�
好 き な
地 域 気 候 気 候 名所・旧跡

史跡がある
好 き な
地 域

�
環 境 が
よ い

環 境 が
よ い

温 泉 が
あ る 気 候 温 泉 が

あ る

	 風光明媚 風光明媚 環 境 が
よ い

環 境 が
よ い

環 境 が
よ い



温 泉 が
あ る

温 泉 が
あ る 風光明媚 風光明媚 風光明媚

出所：『ロングステイ調査統計����』 ���
をもとに
筆者作成



(�) ロングステイ業務により期待される効果

・地区の活性化

日本の年金生活者の潜在市場は��兆円にも達する退

職金で, 台湾農村地区の活性化に貢献する｡

・経済効果

ロングステイ関連施設への投資およびロングステイ

者の日常生活での台湾の品質優秀で安全な熱帯果実や

野菜およびウーロン茶等への消費支出拡大, 日本から

農業共同組合信用部に振り込まれる年金および農業組

合スーパーマーケットでの消費等で, 農業共同組合の

営業収入が増加して経済相乗効果をもたらす｡

・就業機会の創造

ロングステイブームにより, 現地の就業機会が創造

される｡

・国際的親善交流

日本および欧米等の先進国のわが国と国交のない多

くの先進国家のわが国情勢に対する関心・理解そして

支持が得られることで, 国家の安全に対して積極的且

つ直接的な貢献がある｡

(�) 現状

・����年現在, �県市 (台中市・台南県・高雄市・亀山・

埔里市･南東) に, ロングステイ用の施設が存在する｡

これらの施設は, もともとあった施設を買い取り, リ

フォームして使用している｡ ロングステイ協会を通し

て��組の利用者がいる｡ 台南の施設はビジネスホテル

としても使用されている｡

・ロングステイのターゲットはまずは日本人｡ その後は

アメリカ人やヨーロッパ人を考えている｡ 協会として

の目標人数は特にない｡

・現在は政府として積極的にロングステイ協会を支援し

ているわけではない｡ ����年からは補助金がなくなっ

た｡

・以前は日本でロングステイの説明会を開催していたが,

現在のところ主に��上での説明のみで, 他は利用者

らの口コミとなっている｡ 昨年は日本での説明会を開

いている｡ 主に東京にて説明会を実施しており, 昨年

は�回以上, 参加者は	
～	�組｡

・備品や施設に関しての問題と日本語スタッフの問題が

ある｡ 備品や施設に関しては, なべや電子レンジなど

各施設で不足しているものへの対応｡ ロングステイヤー

に対する日本語による対応, 人数の少なさ｡

・協会の問題は政府からの予算不足｡ 現在の協会の資金

源は, 農業や宿泊施設関係者ら協会会員からの会費と,

下見ツアーや受け入れ資金の一部を活用することで賄っ

ている｡ また, 協会から交通部などに計画書を提出し,

それが通過すれば予算がもらえるようになっているが,

厳しい状況である｡

４ 埔里市の取り組み

ロングステイ協会によれば, 台湾においてロングステ

イ施設が設けられた５県市の中でも一番人気なのは, 台

湾中央部に位置する埔里市である｡ そこで, 現地を訪問

し, ロングステイ施設の視察と, 馬文君市長へのインタ

ビューを行った｡

(�) ロングステイに関連した施設

埔里は, 台湾の中央部, 南投県に位置する風光明媚な

人口 �万 �千人の小さな街である｡ 埔里には 
つの�

(�
���
�天気・���
�水・���
酒・���
�美人) が

あるといわれている｡ ｢うまい酒どころには, 美味い水｣

のように紹興酒の里として知られ, 日本に輸出される台

湾紹興酒のほぼすべてが埔里で作られたものである｡ 気

候が温暖で, また美人が多いと評判の街である｡ 台北か

らは陸路
時間であったが, ����年秋の台湾新幹線の開

通に伴い, 台中からのアクセスが便利になった｡ 以下で

ロングステイに関連した施設を取り上げる｡

①滞在施設

埔里には, いくつかのホテルや民宿はあるが, 欧米流

のシステム化されたコンドミニアムは存在しない｡ そこ

で, 一般のマンションをロングステイ向けに賃貸紹介す

る施策がとられている｡ 中には, 	���年の台湾地震の経

験から耐震性を最高レべル	�という強度に保ち, 免震設

計を施したマンションもある｡ このマンションは, �
時

間管理を徹底し, 随所に取り付けられた防犯カメラでチェッ

クするなどの万全なセキュリティを備えている｡

賃料は, 	ヶ月管理費込みで	万�千元 (約�万円),

電気・水光熱費合わせて	万円程度とのことである｡

②商業施設

街の規模のわりに商業は発達しており, セブンイレブ

ンやファミリーマートなどのコンビニの競争も激しい｡

興農生鮮超市というスーパーには, 味噌, 米, しょうゆ

はもちろん, だしつゆやわさびなどの日本製の調味料も

そろっている｡

物価は, 野菜・果物が豊富で安く, 日本の半値程度,

魚介類も豊富でタラや鮭, いか, 海老, アサリなどが日

本の�割程度である｡
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③医療施設

台湾の医師は, 日本やアメリカでの留学経験者が多く,

日本語ないしは英語での受診が可能である｡ 中でも, 最

新の設備を誇る埔里基督教病院は, 救急に指定される総

合病院で, 日本語を話すスタッフや医師も多い｡

④金融機関

第一銀行に, 各種国際キャッシュカードが提携するシー

ラスおよびプラス対応の���機があり, 滞在生活費に

利用できる｡

(�) 行政の取り組み

・埔里での生活情報, 生活サービス, 食, 宿泊, 娯楽,

交通情報をまとめた日本語によるロングステイハンド

ブックの作成

・市役所に日本語サービス窓口設置

・日本人ロングステイヤー専用の��時間受付けの問い合

わせ電話窓口を開設

・ボランティア, 商店主, 宿泊施設などの有志を中心に

｢日本人ロングステイヤー支援の会｣ を組織, 加盟店

などにはステッカーを貼るなどして生活面での利便性

向上を考慮した支援体制の整備

・現地の人との交流を促すため, 言語, 料理, 生け花,

茶芸などのカルチャー教室や, 水泳, テニス, ハイキ

ング, 登山, サイクリングといった各種スポーツなど,

日本人が参加できるさまざまなサークルを提供してい

く方針

＊以上を実現するため, 馬文君市長自らが市内��区, ��

のコミュニニティへ赴いて説明会を行い, 日本人ロン

グステイヤー受け入れへの理解・協力を求めた｡

(�) 馬文君埔里市長へのインタビュー

筆者：ロングステイプランの推進は去年から始めたので

すか｡

市長：いいえ｡ 実は�年前からロングステイに関する情

報を知り, 計画を立てながら推進活動を行い始め

ました｡ 正確に言うと���	年からです｡

筆者：国の政策として	県市を指定し, 力を入れてきた

ということですが, 国からの打診があってスター

トしたのですか｡

市長：スタートのきっかけは国の政策ではなかった｡ 最

初は交通部観光局 (国土交通省観光庁) に勤めて

いた方から日本における団塊世帯向けの移住計画

などの情報を聞き, 埔里は移住誘致の条件に適す

るのではないかと考え始めました｡ また, 日本を

始め, 旅行会社などの積極的な事例を参考しなが

ら, 埔里の地域振興の一環として推進し始めまし

た｡

利用できる資源が少ないため, これまで主に地元

の協力でやってきました｡ 僅かに国からの支援が

ありますが, 経費の支援は受けていません｡ しか

し, ロングステイの条件を高め, より快適な環境

を提供するために, 今後は公共施設の整備を要請

したいと考えています｡ インフラが整えれば, 移

住の成功率も高まるのだろうと思っています｡

我々の目標として, マレーシアやフィリピンにあ

る特定地域のような体制ではなく, 町の人々と交

流できる場所を作りたいです｡ したがって, 住民

にこの政策を詳しく説明して, 地域全体をロング

ステイで来る人々を迎える体制を整えてきました｡

さらに, 多くのボランティアに協力していただき,

いつも移住者が安心して暮らせるような体制を整

えています｡ 体験した人々によると埔里の魅力は

何より地元の人情味だそうです｡ ロングステイヤー

に対して, 日常生活に困らないように, 我々は日々

住民ととともに努力しています｡

筆者：ホームページを拝見して, 行政と市民はうまく力

を合わせてロングステイに向けて運営しているこ

とがよくわかります｡ 行政と民間とが協力する上

での秘訣を伺いたいと思っています｡ 市長さんが

一つ一つ回れられて直接説明して賛同してもらっ

たのは大きいと思いますが, そのほかに何かあり

ます｡

市長：私たちは埔里の��区をひとつひとつ回って説明を

行いました｡ 今までは政策のひとつとして推進し

ていますが, ロングステイ人口の増加をもたらす

利益はすべて地域に還元することについてきちん

と住民に説明し, 理解をいただきました｡ さらに,

これも観光ビジネスのチャンスだと思っています｡

また, 私たちはこの政策のビジョンを住民に詳し

く説明したことによって, 住民の協力する意欲も

高まりました｡ さらに, 私たちは常にロングステ

イに関する最新情報を住民に知らせます｡ この政

策は地域経済の活性化につながるので, 地域全体

の協力が必要です｡ ロングステイヤーが埔里の文

化や習慣を理解し, 住民とうまくコミュニケーショ

ンが取れるように願っています｡
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この政策が埔里の人々に馴染むまで, 私たち政府

側が宣伝や推進に力を入れることが重要です｡ 成

功の決め手の一つは日本語が話せるボランティア

です｡ もし日本語が話せるボランティアがいなけ

れば, ロングステイヤーとのコミュニケーション

は不可能です｡ また, ボランティアの数が増える

とともに, より多くの人々にロングステイのこと

に関心を持つようになってきました｡

つまり, 行政側は住民に理解してもらえるように,

移住に関するメリットやビジョンを説明すること

が肝心だと思います｡

筆者：ロングステイ協会を通さずに来るケースはありま

すか｡

市長：去年, 日本のメディアも取材に来ました｡ 新聞や

雑誌などの記事を通して, 埔里のことを日本の人々

に宣伝することができました｡ 日本から電話やメー

ルで市役所に連絡し予約する人もいます｡ また,

こちらでロングステイを体験した人たちの中にリ

ピーターもたくさんいますし, また日本に帰った

後, 再び友達を連れてきたケースもあります｡

筆者：現在のロングステイ者数や将来の目標数はありま

すか｡

市長：まず, ロングステイヤー数はやはりロングステイ

を受け入れる住宅によります｡ 現在ある企業がロ

ングステイヤー向けの集合住宅を建設する予定を

持っています｡ できれば年間����～�����人の数

を目標にしたいです｡ もちろん, 特定の国の人を

対象するのではなく, 例えば台湾の定年退職者も

私たちのターゲットです｡ 台湾人の場合はビザや

言葉の心配がないため, 気軽に一ヶ月あるいは半

年以上滞在することができます｡

筆者：実際にロングステイを推進してから�年が経過し,

市民の考え方の変化や地域の活性化に具体的につ

ながっているような例はありますか｡

市長：ロングステイ誘致の条件は観光と違って, 町の歴

史や景観を見に来る短期間の滞在ではなく, 実際

にこの町に住むため長期にわたらないと達成度は

見えにくいものです｡ したがって, ある程度の投

資も必要です｡ 埔里の年間平均温度は��度℃であ

り, 町は山に囲まれているので台風の心配もあり

ません｡ 特に冬場は日本より過ごしやすくのでは

ないかと考え, 日本人をターゲットにしました｡

この�年間に市民にとって, 特別に投資の必要も

ないし, ロングステイの政策で何の損失もありま

せんでした｡ 現在最も多くロングステイヤーが利

用している ｢元宝ビル｣ は将来ロングステイのモ

デルになれたら, ロングステイの推進にプラスに

なると思っています｡ また, ����年の大地震以後,

マンションのような高層住宅が全然売れなく,

｢元宝ビル｣ は当時��軒以上空き部屋もありまし

た｡ ロングステイの推進によって, 今はほとんど

売れました｡ したがって, ロングステイがもたら

した経済効果も次第に出てくるのではないかと思

います｡ 模範としてのモデルができたら, ビジネ

スの拡大も現在より速いと思っています｡ 最初の

�年間は大きな実感がないかもしれないが, 今後

の�年またはそれ以上の時間を経て, それに伴う

利益もすぐ出てくるでしょう｡ 市民の立場からす

ると, ビジネスのチャンスや利益が出るのを期待

しがちですが, 実際にギャップはそんなに大きく

はないと思います｡ なぜかというと, 特別な投資

をせずに, 今までやってきたことを続ければよい

からです｡ ロングステイ者に対しても友達のよう

に接し, 協力する意欲も高いため, 政策の推進に

うまく進むことができました｡ かつて, ある歌手

は有名になる前に埔里に来て, お金がなくて困っ

たときに, あるおかみさんに助けてもらったので,

埔里にいい印象を持ちました｡ その後, 恩返しを

したいと, 毎年埔里で無料コンサートを開くよう

になりました｡ つまり, 利益ばかりを考えず, と

りあえず友達を作るような感覚で接すると, きっ

と自然にその効果が出てくるでしょう｡

筆者：協力の認証マークについてお聞きしたいです｡

市長：外国で買い物をするとき, 価格をめぐるトラブル

などはよく耳にします｡ それで, ロングステイヤー

に安心できる買い物場所を提供するため, この協

力のマークの提案をしました｡ クレジットカード

のマークのように現在はほとんどどこの店にも張っ

てあります｡ お客様は外から見るとすぐ識別でき

ます｡ また, 最初に日本人を対象としたため, 日

本人に馴染む鯉のぼりの模様にしました｡ さらに,

このマークを取得するために市の審査に合格する

必要があります｡ したがって, 鯉のぼりのマーク

がある店は安心して利用することができます｡ こ

のマークは埔里ロングステイの代表マークでもあ

ります｡

筆者：加盟店は増えていますか｡

市長：だんだん増えてくると思っています｡

５ おわりに

本調査報告では, 日本におけるロングステイヤーの動

向を概観した上で, 台湾におけるロングステイヤー誘致

の取り組みについて紹介した｡ 台湾においては, 当初,

政府の政策としてロングステイ協会が設立され, ロング

ステイ者誘致の計画・実行がなされてきたが, 現在では
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その担い手は�つのモデル地区の行政と民間に移行しつ

つあるといえよう｡ 中でも, プーリー市は行政と地域住

民とが一体となって実績を上げてきた｡ その成功の秘訣

は, 衣食住に関わるハード面の整備はもちろんのこと,

埔里市長を中心とした行政と地域住民との積極的なコミュ

ニケーションにあると思われる｡ このような行政と民間

との取り組みは, 沖縄県が外国人観光客および国内型ロ

ングステイヤーを誘致する上での手掛かりとなるであろ

う｡

参考文献等

財団法人ロングステイ財団 『平成��年度サービス産業構

造改革推進調査 (海外滞在型余暇に関わる調査研究

調査報告書』, 財団法人ロングステイ財団 ����年

�月｡

財団法人ロングステイ財団 『ロングステイ調査統計����』,

財団法人ロングステイ財団 ����年	月｡

台湾ロングステイ協会
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『悠々ロングステイガイド台湾』 イカロス出版株式会社,

����年�月｡
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注

１ 沖縄県では, ｢ビジットおきなわ計画｣ や ｢国際観光

元年｣ に関連したさまざまな取り組み (多様な説明活

動, 主要観光施設等での外国語パンフレットや表示板

の充実, 外国人向けホームページの開設など) が行わ

れている｡ 日本銀行那覇支店 ｢沖縄県内の観光客宿泊

状況の対他県比較結果および外国人客誘致の現状等に

ついて｣ ����年�月参照｡
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